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相 談 電 話
◆◆盛岡いのちの電話盛岡いのちの電話 ☎☎019-654-7575019-654-7575／／1212時〜時〜2121時時（（日曜日12時〜18時日曜日12時〜18時））

◆◆盛岡いのちの電話こころライン盛岡いのちの電話こころライン ☎019-622-1717☎019-622-1717／／毎月１日、15日 12時〜21時毎月１日、15日 12時〜21時（日曜日12時〜18時）（日曜日12時〜18時）

◆◆自殺予防いのちの電話自殺予防いのちの電話 ☎0120-783-556☎0120-783-556／毎月／毎月1010日日 ８８時〜翌朝時〜翌朝８８時時

◆◆インターネット相談　　インターネット相談　　 https://ｗｗｗ.inochinodenwa-net.jp/https://ｗｗｗ.inochinodenwa-net.jp/

いのちの電話とは…いのちの電話とは…

　いのちの電話は、自殺予防を目的としたボランティア活動です。人生のさまざまな
悩みに直面しても、身近に相談できる相手がいなく、孤独の中にいる人がいます。い
のちの電話は、特定の思想、信条、宗教に偏らず、電話での対話を通して、“良き隣人”
になっていこうとする無償の市民活動です。

いのちの電話の特徴は…いのちの電話の特徴は…

〇話の秘密を守ります。その為にお互いに匿名で話し合います。
〇特定の価値観を教える活動ではないので、宗教や思想の自由を尊重します。
〇電話を聴くのは定められた研修課程を修了したボランティアです。

電話ボランティアになるには…電話ボランティアになるには…

　申し込みは23歳以上で、性別、学歴、職業等は問いません。まずは「ボランティア
養成講座」10回（受講料は自己負担になります）を受講します。その後、所定の研修
を経て総合評価により認定されます。詳しくは２面をご覧ください。

あなたも電話ボランティアとして あなたも電話ボランティアとして 
活動しませんか活動しませんか

この広報紙は（公財）岩手県福祉基金の助成により発行しています。

～電話の向こうの誰かのために、　　　　
　　　　　　　　あなたの力が必要です～
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電話で申し込むかQRコードを読み取りお申し
込みください。
　住　所　〒020－8691
　盛岡市中央郵便局私書箱69号
　社会福祉法人盛岡いのちの電話
　電　話　019－652－4162
　ＦＡＸ　019－626－5678

電話ボランティア養成講座募集のお知らせ電話ボランティア養成講座募集のお知らせ
　当講座はボランティア養成の第一歩となるもので、自己を知り、他者を知ることの大切さを学びま
す。会場での対面受講のほか、動画配信（YouTube）による受講もできます。
　募集開始は７月からですが、定員50名で締め切らせていただきます。お早目にお申し込みをください。
また、電話ボランティアを目指さない方も一部受講も可能ですので、ぜひ興味のある方はご参加ください。

　電話ボランティアを希望する方は、最初に
第1課程として養成講座を受講します。
　講座内容は表１のとおりです。
　受講料は１万円（全10回受講）。

　第１課程の養成講座を修了し、第２課程に
進むことを希望する方は、作文の提出と面接
があります。
　第２課程の内容は、人間関係基礎訓練とし
て自己理解、他者理解を深める小グループに
よる体験学習が行われます。

　ロールプレイによる人間関係基礎訓練を行
います。模擬的に電話の掛け手や受け手の役
割を演じながら、相手の言葉により自分の心
がどのように変化するのかを学びます。

　これまでの研修で習得したことを基に実際
の電話を受信します。電話受信は４週に２
回、各３時間行います。
　併せて電話実習に伴う研修を月１回受けます。

　第１課程から第４課程までの研修及び電話
実習を総合的に判断し、電話ボランティアと
して認定されます。

申し込み方法

❶　第１課程（養成講座）

❺　認　　　定

❹　第４課程（電話実習）

❸　第３課程（ロールプレイ）

❷　第２課程（講義、体験学習）

電話ボランティア養成研修の流れ

表１《第38回養成講座》� 時間　13時30分～15時30分

講 　 義 　 内 　 容 講　　　師 月日・会場

１ いのちの電話とは
―歴史と理念―

右京　昌久 氏

盛岡いのちの電話
事務局長

９／12（土）

県民会館
第２会議室

２ 女性の生涯発達からみた
心理・社会的課題

遊田　由希子 氏

岩手医科大学
特任教授

９／19（土）

県民会館
第２会議室

３ 思春期・青年期の心理
―現代の若者のこころ―

遠藤　麻友美 氏

臨床心理士、
公認心理師

９／26（土）

県民会館
第２会議室

４ 現代社会と家族、ストレス、
こころの危機

藤澤　美穂 氏

岩手医科大学
准教授

10／３（土）

カトリック
四ツ家教会

５ こころの病
―病を抱える方への理解―

遠藤　　仁 氏

岩手県精神保健
福祉センター所長

10／17（土）

県民会館
第２会議室

６
対話のもつ力
―�こころの病を抱える方
へのケアを通して―

熊地　美枝 氏

岩手医科大学
准教授

10／24（土）

県民会館
第２会議室

７ 依存症・使用障害の理解
―両義的な思いを聴くこと―

泉　　啓 氏

岩手県立大学
准教授

10／31（土）

県民会館
第２会議室

８ カウンセリングについて
―基礎理論―

織田　信男 氏

岩手大学教授

11／14（土）

県民会館
第３会議室

９ カウンセリングについて
―その実際―

菊地　学 氏

岩手県立大学
准教授

11／21（土）

県民会館
第２会議室

10
自殺予防活動の現状と
電話相談
―自殺予防の取組みから―

智田　文徳 氏

未来の風せいわ病院理事長
（盛岡いのちの電話理事長）

11／28（土）

県民会館
第２会議室

（講師と講義内容が変更されることがあります）
※�会場はいずれも岩手県民会館会議室またはカトリック教会四ツ家教会で
す。駐車場は各自でお探しください。

※この講座は１講座毎にどなたでも受講できます。
※受講料は（全10回）10,000円（一部受講の場合は１講座1,200円）

養成講座申込
フォームQRコード
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　日頃よりご支援いただいている皆様に感謝申し上
げ2025年度の事業と決算を報告いたします。
１　電話センターの運営
　⑴　受信時間および受信体制
　　①�　盛岡いのちの電話　毎日12時～21時（日曜

日12時～18時）
　　②�　盛岡いのちの電話こころライン（岩手県民

のための専用ダイヤル）
　　　　毎月１日、15日 12時～21時（日曜日12時～18時）
　　③�　フリーダイヤル全国自殺予防いのちの電話

　毎月10日 12時～21時（日曜日12時～18時）
　　④　電話ボランティア実働数　66名
　　⑤　対話件数11,969件（男7,541件、女4,395件、その他33件）
　　　　内、盛岡いのちの電話こころライン�135件
　　　　�内、フリーダイヤル全国自殺予防いのちの

電話　518件
　　　　�内、自殺傾向件数1,368件（男816件、女551件、

その他１件）
　⑵　インターネット相談　
　　　実施回数35回、返信件数60件
２　会務の運営
　⑴　諸会議の開催
　　�　理事会11回、評議員会３回、決算監査１回、出納調査

４回、研修担当者会議２回、認定委員会２回、電話ボラ

ンティア養成委員会２回、広報委員会４回、受信環境充
実委員会３回、頻回者・緊急電話対策委員会２回

　⑵　電話ボランティア認定授与式
　　　2026年２月８日（日）認定者６名
３　養成・研修・広報等
　⑴　電話ボランティアの募集・養成
　　ア　電話ボランティア養成（第１課程）第37回
　　　　養成講座の開催　全10回
　　　　全科目受講者48名
　　イ�　第36期生　人間関係基礎訓練（第２課程）

及び（第３課程）電話実習（第４課程）
　⑵　電話ボランティア認定者の研修
　　　継続研修８回　一日研修１回
　⑶　広報・事業要覧の発行
　　ア　広報発行　年４回　
　　イ　事業要覧の発行　10月　200部
４　後援会活動との連携
　⑴　チャリティーコンサート
　　　2025年12月20日（土）盛岡市民文化ホール
　　　岩手県立南昌みらい高等学校音楽部
　⑵　後援会会員交流会
　　　2026年３月９日　ホテルメトロポリタン盛岡
　⑶　�盛岡市ボランティア連絡協議会ふれあい広場

への参加

資 金 収 支 計 算 書
（自）令和７年４月１日（至）令和８年３月31日

勘　定　科　目 予算（A） 決算（B） 差異（A）−（B）

事
業
活
動
に
よ
る
収
支

収
　
入

事業収入 3,530,000 3,531,850 △ 1,850

経常経費寄附金収入 8,000,000 7,616,549 383,451

受取利息配当金収入 20,000 18,488 1,512

その他の収入 30,000 10,000 20,000

事業活動収入計⑴ 11,580,000 11,176,887 403,113

支
　
出

人件費支出 6,742,000 6,613,366 128,634

事業費支出 4,680,000 3,527,852 1,152,148

事務費支出 2,525,000 1,675,926 849,074

事業活動支出計⑵ 13,947,000 11,817,144 2,129,856

事業活動資金収支差額 ⑶=⑴−⑵ △ 2,367,000 △ 640,257 △ 1,726,743

施
設
整
備
等
に
よ
る
収
支

収
　
入 施設整備等収入計⑷ 0 0 0

支
　
出

0 0 0

施設整備等支出計⑸ 0 0 0

施設整備等資金収支差額⑹=⑷−⑸ 0 0 0

そ
の
他
の
活
動
に
よ
る
収
支

収
　
入

積立資産取崩収入 5,100,000 5,100,000

その他の活動収入計 ⑺ 5,100,000 5,100,000 0

支
　
出

積立資産支出 3,000,000 3,000,000 0

その他の活動支出計⑻ 3,000,000 3,000,000 0

その他の活動資金収支差額⑼=⑺−⑻ 2,100,000 2,100,000 0

予備費支出⑽ 118,000
△ 0 ― 118,000

当期資金収支差額合計⑾=⑶+⑹+⑼−⑽ △ 385,000 1,459,743 △ 1,844,743

前期末支払資金残高⑿ 5,220,541 5,220,541 0

当期末支払資金残高⑾+⑿ 4,835,541 6,680,284 △ 1,844,743

貸　借　対　照　表
令和８年３月31日　現在

資　産　の　部 負　債　の　部

当年度末 前年度末 増　減 当年度末 前年度末 増  減

流動資産 6,744,734 5,256,684 1,488,050 流動負債 64,450 36,143 28,307

現金預金 4,738,147 3,868,260 869,887 職員預り金 64,450 36,143 28,307

未収金 1,587 312,924 △ 311,337 固定負債 0 0 0

未収補助金 2,005,000 1,075,500 929,500 負債の部合計 64,450 36,143 28,307

固定資産 27,603,506 30,306,045 △ 2,702,539 純　資　産　の　部

基本財産 13,000,000 13,000,000 0 基本金 13,000,000 13,000,000 0

定期預金 13,000,000 13,000,000 0 第１号基本金 13,000,000 13,000,000 0

その他の固定資産 14,603,506 17,306,045 △ 2,702,539 国庫補助金等特別積立金 69,550 255,092 △ 185,542

器具及び備品 1,203,506 1,806,045 △ 602,539 その他の積立金 13,400,000 15,500,000 △ 2,100,000

基本財産積立資産 4,000,000 4,000,000 0 基本財産積立金 4,000,000 4,000,000 0

設備拡充積立資産 2,000,000 2,000,000 0 設備拡充積立金 2,000,000 2,000,000 0

財務調整積立資産 7,400,000 9,500,000 △ 2,100,000 財務調整積立金 7,400,000 9,500,000 △ 2,100,000

次期繰越活動増減差額 7,814,240 6,771,494 1,042,746

（うち当期活動増減差額） △ 1,057,254 △ 237,281 △ 819,973

純資産の部合計 34,283,790 35,526,586 △ 1,242,796

資産の部合計 34,348,240 35,562,729 △ 1,214,489 負債及び純資産
の部合計 34,348,240 35,562,729 △ 1,214,489

（単位：円） （単位：円）

社会福祉法人　盛岡いのちの電話2025年度事業報告・決算報告
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後援会会員交流会が開催されました

いわて県民情報
交流センター
（アイーナ）

杜の大橋

至青森

至仙台

マリオス
●

太田橋

旭橋

夕顔瀬橋

開運橋

不来方橋

雫石川 盛
岡
駅

北
上
川

定員に達し次第、締め切りとさせていただきます

定 員定 員

400400名名

2026年度　盛岡いのちの電話
自殺予防公開講座

2026年7月18日（土）
13：30～15：30（開場13：00～）

いわて県民情報交流センター 7階
アイーナホール（盛岡市盛岡駅西通１−７−１）

後藤 のりこ氏

秋田県生まれ。大学卒業後、㈱岩手放送のアナウンサーとして
キャリアをスタート。現在はフリーランスアナウンサープロとし
て活動。40年以上のキャリアで培った確かなアナウンス技術と、
カウンセラーの資格を活かした「聴く力」を掛け合わせ、聴き手
の心に寄り添う温かな場づくりを大切にしている。
［主な実績］�H17＆R2 日本民間放送連盟ラジオ生ワイド部門で

「のりこの週刊おばさん白書」が優秀賞受賞。寄り添
うラジオのお手本と評される。

現在、IBCテレビ『のりこのスイスイサンデー』、IBCラジオ『のりこ
の週刊おばさん白書』『ワイドステーション』『ラジオ文庫』いずれ
もレギュラー番組を担当。また、オンライン講座や対面講座を
主宰。全国に受講生がいる。

フリーランスアナウンサープロ／
後藤のりこアナウンスアカデミー代表講師

日 時

会 場

〜 ラジオに届いた
　　　　“いのちの言葉”とともに 〜

「寄り添うって、
　 どういうこと？」

申込みフォーム

申 込 方 法
⚫電話
⚫裏面の申込書を
　FAX送信
⚫申込フォーム

申し込み先：盛岡いのちの電話事務局
電話 019−652−4162　FAX 019−626−5678

参加費
無料

講師

㊧智田理事長　㊨岩山後援会会長

後援会会員交流会が開催されました

　盛岡いのちの電話に財政援助を行う盛岡いのちの電話後援
会（岩山徹会長、株式会社岩手銀行代表取締役頭取）の会員
交流会が、2026年３月９日（月）、ホテルメトロポリタン盛岡
ニューウイングで開催されました。
　交流会には会員企業団体、後援会役員、法人役員・評議員
など52人が出席したほか、野原勝岩手県企画理事、内館茂盛
岡市長が祝辞を述べられました。
　交流会では、会員企業団体などに設置されている募金箱に
寄せられた市民のご寄付の贈呈式が行われ、岩山徹会長から当法人の智田文徳理事長に手渡されました。
智田理事長は、「多くの市民、企業団体の皆様の資金援助によっていのちの電話は支えられております。
ご寄付は大切に使わせていただきます。」と感謝したほか、いのちの電話の活動状況を報告しました。
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